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研究活動（2019 年度） 
 
１．𠮷水裕也 理事・副学長 
（１）論文・書評 
ⅰ論文 
𠮷水裕也・佐藤克士・澁谷友和・曽川剛志（2019）：社会科におけるまちづくり学習の研究
動向と展望．兵庫教育大学研究紀要 55，pp.1-10． 
森清成・南埜猛・阪上弘彬・𠮷水裕也・安永虎𠮷・石井瑛之・松岡茉奈（2019）：流域を事
例とした ESD 授業プランの提案．兵庫教育大学研究紀要 55，pp.153-164． 
南埜猛・森清・阪上弘彬・𠮷水裕也（2019）：流域を事例とした ESD 授業プランの効果検
証と改善．兵庫教育大学学校教育学研究 32，pp.33-41． 
關浩和・𠮷水裕也・山内敏男・福田喜彦・阪上弘彬・森清成・伊藤文彬・柴田映里・安永
修・藤春竜也・橘理美・小寺研（2019）：未来をデザインする資質・能力形成のための社
会科授業開発（I）―第５学年単元「日本の工業生産（自動車産業）」の場合．兵庫教育
大学学校教育学研究 32，pp.53-62． 
 
ⅱ商業誌 
荒井正剛・志村喬・𠮷水裕也（2019）：アラル海問題の教材化に向けて，連載 ウズベキス
タンからとらえたアラル海（第４回）．地理 64（5），pp.84-91．【招待有】 
𠮷水裕也（2019）：時間・空間認識を育てる探究教材づくりの視点．社会科教育（722）8，
pp.8-11．【招待有】 
𠮷水裕也（2019）：地理の評価をどう進めるか―観点別の分析的な評価で学習改善と指導改
善を―．ニューサポート 高校社会（東京書籍）32，pp. 6-7．【招待有】 
 
ⅲ書評 
書評 日本社会科教育学会編（2018）：『社会科教育と災害・防災学習―東日本大震災に社会
科はどう向き合うか―』明石書店．社会科研究（90），pp.49-50.【招待有】 
書評 村山朝子著（2018）：『『ニルスのふしぎな旅』と日本人―スウェーデンの地理読本は
何を伝えてきたのか―』新評論．人文地理 71(2)，pp.186-187．【査読有】【招待有】 
 
（２）著書 
𠮷水裕也（2019）：Ⅱ章５節 持続可能な社会づくりのための空間デザイン能力．社会系教
科教育学会編『社会系教科教育学研究のブレイクスル ：ー理論と実践の往還をめざして』，
風間書房，pp.114-123． 
 
 
（３）講演・学会発表 
南埜猛・阪上弘彬・森清成・𠮷水裕也（2019.6.8）：加古川流域を事例とした ESD 実践の成
果と課題．2019 年度地理科学学会春季学術大会（広島大学）． 
𠮷水裕也（2019.8.24）：なぜ PBL 的社会科を推奨するのか? -ネタ論と通底するもの-，第
50 回授業のネタ研究会 in 関西【招待有】 
曽川剛志・𠮷水裕也（2019.10.5）：近年の自然災害と学校防災・危機管理（Ⅴ）小学校に
おける防災マップの戦略的活用，日本教育大学協会研究集会（岡山大学）．  
? 80 ?
𠮷水裕也（2019.10.18）：記念講演 見方・考え方を働かせた社会科の主体的・対話的で深
い学び～社会科 PBL 的単元づくりを通して～，第 72 回北海道社会科教育研究大会（札
幌市立山の手南小学校）【招待有】 
𠮷水裕也（2019.11.17）：中学校社会科地理的分野で育成すべき学力―PBL 的単元構成によ
る社会認識と思考力育成 ―，人文地理学会大会公開シンポジウム 地理教育の新たな展
開と地理学の貢献（関西大学） 
𠮷水裕也（2019.12.14）：記念講演 フィールドワークの醍醐味，第 13 回鳥取県ジュニア
郷土研究大会兼第 52 回鳥取県小・中・高児童生徒地域研究発表会（とりぎん文化会館）
【招待有】 
 
（４）共同研究・競争的資金等の研究課題 
ⅰ研究代表者 
日本学術振興会科学研究費助成金 基盤研究（C）「公共空間デザイン力及びマネジメン
ト力を育成する主権者教育としての地理教育の研究」 
 
ⅱ研究分担者 
日本学術振興会科学研究費助成金 基盤研究（B）「持続可能な社会」に向けての社会科・ 
理科のグローバルな融合カリキュラムの開発（研究代表者・井田仁康）  
 
 
２．南埜 猛 教授 
（１）論文・書評 
ⅰ論文 
森清成・南埜猛・阪上弘彬・𠮷水裕也・安永虎𠮷・石井瑛之・松岡茉奈（2019）：流域を事
例とした ESD 授業プランの提案．兵庫教育大学研究紀要 55，pp.153-164． 
南埜猛・森清・阪上弘彬・𠮷水裕也（2019）：流域を事例とした ESD 授業プランの効果検
証と改善．兵庫教育大学学校教育学研究 32，pp.33-41． 
南埜猛（2019）：持続可能な開発（SD)における溜池の位置づけ．農村計画学会誌 38（3），
pp.316-319【招待有】 
 
ⅱ商業誌 
南埜猛（2020）：世界かんがい施設遺産登録と地域振興の取組 淡山疏水．ARDEC 62（Mar），
pp.36-40．【招待有】 
 
ⅲ書評 
なし 
 
（２）著書 
なし 
 
（３）講演・学会発表 
南埜猛・阪上弘彬・森清成・𠮷水裕也（2019.6.8）：加古川流域を事例とした ESD 実践の成
果と課題．2019 年度地理科学学会春季学術大会（広島大学）． 
南埜猛・澤宗則（2019.12.8）：日本への移民送出大国ネパールにおける日本語学校の立地
展開と戦略．兵庫地理学協会特別例会（西宮市大学交流センター）． 
? 81 ?
南埜猛（2020.1.21）：日本の中の南アジア．兵庫県生きがい創造協会・兵庫教育大学連携
講座（兵庫県いなみ野学園）．【招待有】 
南埜猛・澤宗則（2020.3.27）：ネパールにおける留学ビジネス―日本語「学校」の戦略．
日本地理学会春季学術大会（駒澤大学）．発表申し込み済み． 
澤宗則・南埜猛（2020.3.27）：ネパール料理人のエスニックビジネス―神戸のインド料理
店のエスニック戦略．日本地理学会春季学術大会（駒澤大学）．発表申し込み済み． 
 
（４）共同研究・競争的資金等の研究課題 
ⅰ研究代表者 
東条川疏水ネットワーク博物館活動補助金「東条川疏水ものがたり」 
 
ⅱ研究分担者 
日本学術振興会科学研究費助成金 基盤研究（C）「空間的実践とエス二シティからみた在
日インド人と在日ネパール人－戦術から戦略へ」（研究代表者：澤宗則） 
 
 
３．阪上弘彬 助教 
（１）論文・書評 
ⅰ論文 
森清成・南埜猛・阪上弘彬・𠮷水裕也・安永虎𠮷・石井瑛之・松岡茉奈（2019）：流域を事
例とした ESD 授業プランの提案．兵庫教育大学研究紀要 55，pp.153-164． 
阪上弘彬・村田翔（2019）：日本の学校教育における防災教育の展開と特徴―阪神淡路大震
災と東日本大震災の２つの災害を視点に．兵庫教育大学研究紀要 55，pp.141-151． 
阪上弘彬（2019）：地理学習におけるシステムの観点―新学習指導要領の検討から．地理科
学 74-3，pp.107-105．【査読有】【招待有】 
南埜猛・森清・阪上弘彬・𠮷水裕也（2019）：流域を事例とした ESD 授業プランの効果検
証と改善．兵庫教育大学学校教育学研究 32，pp.33-41． 
福田喜彦・阪上弘彬・安永修・藤春竜也（2019）「共生」の視点を育成するクロスカリキュ
ラムを活用した中学校社会科の実践的研究―オリンピック・パラリンピックの授業事例
をもとにして．兵庫教育大学学校教育学研究 32，pp.43-52． 
關浩和・𠮷水裕也・山内敏男・福田喜彦・阪上弘彬・森清成・伊藤文彬・柴田映里・安永
修・藤春竜也・橘理美・小寺研（2019）：未来をデザインする資質・能力形成のための社
会科授業開発（I）―第５学年単元「日本の工業生産（自動車産業）」の場合．兵庫教育
大学学校教育学研究 32，pp.53-62． 
阪上弘彬・渡邉巧・大坂遊（2019）：ドイツの初等教育における地理学習の特徴―事実教授
学会の教育スタンダードおよび付属地理編の分析から．兵庫教育大学学校教育学研究 32，
pp.173-182． 
阪上弘彬（2020）：ドイツ地理教育における地理的コンピテンシーの特徴―初等と中等にお
ける教育スタンダードの分析から―．兵庫教育大学研究紀要 56，pp.209-218． 
川端光昭・阪上弘彬（2020）：高等専門学校におけるモビリティ・マネジメント教育の展開
方法の検討―土木と地理が連携した低学年での学習成果の可視化と検証か―．土木学会
論文集 H（教育），採択済み．【査読有】 
 
ⅱ商業誌 
なし 
? 82 ?
 ⅲ書評 
Book Review Ida et al. eds. (2015): Geography Education in Japan. Springer. The Journal of 
Social Studies Education in Asia8, pp.35-38.  
書架 広島地理教育研究会編集（2018）：『ひろしま地歴ウォーク』，レタープレス．地理
64（11），p.117． 
書評 𠮷水裕也編著（2018）：『本当は地理が苦手な先生のための中学社会 地理的分野の
授業デザイン＆実践モデル』明治図書．社会系教科教育学研究 31，pp.93-94． 
 
（２）著書 
阪上弘彬（2019）：Ⅲ章６節 地域やその諸問題を客観的・主観的に分析する空間概念を用
いた社会科地理的分野の授業デザイン．社会系教科教育学会編『社会系教科教育学研究
のブレイクスルー：理論と実践の往還をめざして』，風間書房，pp.193-201． 
 
（３）講演・学会発表 
阪上弘彬・渡邉巧・大坂遊（2019.6.8）：ドイツ初等教育における地理的・空間的視点とそ
の特徴―GDSU（事実教授学会）教育スタンダードを対象に―．2019 年度地理科学学会
春季学術大会（広島大学）． 
南埜猛・阪上弘彬・森清成・𠮷水裕也（2019.6.8）：加古川流域を事例とした ESD 実践の成
果と課題．2019 年度地理科学学会春季学術大会（広島大学）． 
阪上弘彬・渡邉巧・大坂遊（2019.6.23）：ドイツ初等教育カリキュラムにおける「空間認
識」の形成とその方法―事実教授の教科書および教師用指導書の分析から．日本カリキ
ュラム学会第 30 回大会（京都大学）． 
阪上弘彬（2019.9.22）：ドイツの初等・中等地理教育におけるコンピテンシーの特徴．日
本地理学会秋季学術大会（新潟大学）． 
渡邉巧・大坂遊・阪上弘彬・岡田了祐（2019.9.29）：空間認識形成を通したシティズンシ
ップの育成はどのように論じられてきたか ―日本の初等・中等教育における研究のメタ
分析―．日本教育方法学会第 55 回大会（東海学園大学名古屋キャンパス）． 
福田喜彦・阪上弘彬・安永修・藤春竜也（2019.11.10）：クロスカリキュラムに基づく社会
科の本質と主体的・対話的で深い学び −兵庫教育大学附属中学校での授業実践と事後検
討会の事例をもとにして−．全国社会科教育学会第６８回全国研究大会（島根大学）．【招
待有】 
Sakaguchi, M., Tsuda, S., Ikeda, M., Yamamoto, S., Tokushima, Y., Sakaue, H. and Izumimura, Y.
（2019.11.10）：A Study of the Development and Implementation of the Graduate-Level Teacher 
Training: In Collaboration with the Prefectural Programme. The 8th Japan-China Teacher 
Education Conference（Kobe HLC, Hyogo University of Teacher Education）． 
阪上弘彬（2019.12.13）：ESD の視点を取り入れて地理学習をデザインする方法．香川県高
等学校教育研究会地歴・公民科研究会 地理部会後期研究会（香川県立三木高校）．【招待
有】 
阪上弘彬・山内洋美（2020.3.27-28）：「持続可能な開発」の考え方を学ぶ地理学習の開発と
実践―持続可能なトライアングルモデルの活用可能性―．日本地理学会春季学術大会（駒
澤大学）．発表申し込み済み． 
 
（４）共同研究・競争的資金等の研究課題 
ⅰ研究代表者 
? 83 ?
日本学術振興会科学研究費助成金 若手研究（B）「持続可能なトライアングルモデルを
用いた地理における ESD 授業開発」 
 
ⅱ研究分担者 
日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（B）「資質・能力の多様性と学際性を視点に
した地理歴史授業の国際協働開発と教師への普及」（研究代表者：伊藤直之）  
日本学術振興会科学研究費助成金 基盤研究（C）「小学校生活科・社会科における空間認
識形成の実態調査と指導方略のモデル化」（研究代表者：渡邉巧） 
 
? 84 ?
